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１．刈谷少年少女発明クラブについて
１- １．設立の経緯

１９７４年６月２９日 本年５１周年
＊日本で最初の発明クラブとして誕生

２／１２

１９７４年当時、発明協会では創立７０周年記念事業として、ソニー創業者の
故・井深大氏の提唱により少年少女発明クラブを全国各地に創設することが
提唱されました。トヨタ関係各社は、率先してその趣旨に賛同し、刈谷少年少
女発明クラブの運営を、公益財団法人豊田理化学研究所の事業として４０年
間積極的に取り組んで来ました。２０１４年分離独立し、公益財団法人刈谷少
年少女発明クラブとなりました。

１ - ２．運営体制（公益財団法人）

評議員会

理事会

刈谷少年少女発明クラブ
・職員 ５名
・指導員 １７名
・ボランティア １０名程度

支援
・刈谷市教育委員会
・トヨタグループ各社
・地元企業



１- ３．刈谷少年少女発明クラブの位置付け

文部科学省 研究振興局

学術機関課 振興企画課

公益社団法人 発明協会
創造性開発グループ

公益財団法人刈谷少年少女発明クラブ
理事長 深谷紘一（デンソー元会長）

・
・
・
・
・
・
・

千葉市少年少女科学クラブ

・
・・

全国２１１クラブ以上
クラブ員約９０００名
年間参加延べ人員

約１２万人

１９７４年設立

日本初・日本トップクラス
クラブ員１１００名（小１～中３）
年間参加延べ人員

約１万２千人

（１９０４年設立）

・・・・

愛知県内クラブ２７
阿久比、安城、大府
岡崎、幸田、高浜
知立、東海、豊田

豊橋、西尾、碧南、半田
他

３／１２

＊平成２６年４月（公財団）豊田理化学研究所から
分離独立

一般社団法人 愛知県発明協会



１-４．刈谷少年少女発明クラブの目指す姿
４／１２



１-５．会員数
小学１年生～中学３年生 合計１，１００名（男子６３％、女子３７％）

＊刈谷市内のみならず名古屋や近隣市町村からも入部（１７％）

５／１２



開催日概要コース名

土曜日年10講座最大４０人でクラス分け。本年は９クラス。
・刈谷市の施設「夢と学びの科学体験館」で紙工作

①入門コース（小学１年）

土曜日、日曜日
一人当たり

年間１０講座

学年ごとにコース分け。学年は最大４０人でクラス分け
本年は３２クラス。

・基礎：紙工作や木工工作を行い、道具の使い方習得
・中級：高精度木工工作や電気・電子工作の技能習得

・上級：からくり機構やロボットプログラミングの技能育成

②工作技能育成教室

・基礎（小学２年、小学３年）
・中級（小学４年、５年、６年）

・上級（中学１年、２年、３年）

土曜午後、日曜日
夏休みは平日も実
施

・発明クラブ活動の原点である子供たちの独自の
アイデア作品の製作を通して創造性を育む

③創意工夫工作教室（小２～中３）

土曜午後、日曜日
夏休みは平日も実
施

・発明協会が主催するチャレンジ創造コンテストへの出場
を目指して、カラクリパフォーマンスカー作りに参加して創
造性を競い合う。

④チャレンジ創造コンテストコース
（小学４年生～中学３年生の希望者）

土曜日、日曜日
年間１０講座

・画像認識AI機能を搭載したロボットカーを製作しプログラ
ミングや標識・信号認識AI機能を学習する。

⑤AIチャレンジコース
（小学４年生～中学３年生の希望者）

日曜日・毎年米国で開催される青少年の創造性競技大会

出場を目指した育成プログラム

⑥OM(Odyssey of the Mind)コース
（世界青少年創造性競技大会）

中学１年生の希望者から選抜。
＊米国大会自己負担約８０万円

(1)発明クラブのコース編成 年会費12,000円 入会金5,000円

２．活動内容 ６／１２



３．カリキュラム事例 ７／１２



８／１２



９／１２

このコースは、ラズベリーパイを活用した自動運転ロボットカーの製作挑戦過程を
通して、先端的な加工技術やプログラミング、AI画像認識などを学びます。
前期：チャレンジ創造コンテストへ参加。 後期：自動運転ロボットカーの製作と競技会

前半：1～４講
発明協会が主催するチャレンジ創造コンテストに３人一組で参加
カラクリパフォーマンスカーを製作して全国大会出場を目指す

後半：5～10講

無料

ロボットカー製作
カメラ認識自動運転例

参加費



１０／１２
４．クラブ員の活躍

（１）第１２回全国少年少女チャレンジ創造コンテスト2024
発明協会会長賞（銀メダル全国３位）２チーム受賞



１１／１２

２０２４年５月Odyssey of the Mind世界決勝大会（米国アイオワ州立大学）
・世界１位金メダル＆ラナトラ・フスカ賞（創造性特別賞）金メダル

（２） ２０２４Odyssey of the Mind世界決勝大会
Odyssey of the Mind 2024（創造的問題解決コンテスト世界大会2024）は、与えられた課題に
対して、いかに創造的に問題を解決するかを競うコンテストである。世界大会は毎年5 月末に
アメリカで開催されており、今年で45 回目の開催となる。ＯＭ世界大会2024 には全米各州始
め世界11 ヶ国から計647 チームが参加しました。



１２／１２（３）世界青少年発明工夫展２０２５（大阪万博会場）

３名のクラブ員（R6年度現在が日本を代表して参加しました。）


